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来
年
の
選
挙
に
向
け
て
写
真
を
撮
り

ま
し
た
。
い
く
ら
な
ん
で
も
素
顔
で
は

ま
ず
い
と
、
フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
を
塗

り
、
ア
イ
シ
ャ
ド
ー
や
頬
紅
、
口
紅
も
。

普
通
の
女
性
に
は
当
た
り
前
の
こ
と
で

す
が
、
私
に
は
４
年
ぶ
り
で
し
た
。

大
学
の
専
門
は
表
現
体
育
。
毎
日
身

体
を
動
か
す
授
業
が
あ
り
、
大
汗
か
き

の
私
に
は
お
化
粧
は
遠
い
も
の
と
な
り

ま
し
た
。
就
職
し
た
の
は
幼
児
体
育
の

会
社
。
や
は
り
毎
日
の
よ
う

に
汗
を
か
い
て
い
ま
し
た
。

結
婚
し
子
ど
も
が
生
ま
れ
て

か
ら
は
時
間
も
お
金
も
な
い

う
え
に
、
子
ど
も
に
安
心
し

て
頬
ず
り
が
し
た
く
て
ま
す

ま
す
お
化
粧
か
ら
遠
ざ
か
り

…
。
結
局
、
し
な
い
こ
と
が

習
慣
に
。

以
前
は
「
化
粧
ぐ
ら
い
し
な
さ
い
」

の
言
葉
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
汗
を
拭
い
て
崩
れ
た
お
化
粧
を
気

に
す
る
間
が
あ
れ
ば
、
も
っ
と
違
う
こ

と
を
気
に
し
た
い
と
思
う
の
で
す
。
結

局
今
の
ス
タ
イ
ル

は
変
わ
り
ま
せ
ん

が
、
末
永
く
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

みち子のひとりごと

お化粧

「和歌山市防災マップ」ー市総合防災課
市民のみなさんには5月の「市報わかやま」と同時に配布される予定の「和

歌山市防災マップ」が、先だって総合防災課より配られました。Ｂ４サイズの

しっかりとした冊子で、「南海トラフの巨大地震」及び「東海・東南海・南海

3連動地震」の地震・津波、風水害における土砂災害・洪水などの情報を掲載

した保存版となっています。

内容は、市全体や各地区の地図を中心としており、地震・津波、風水害、震

度・液状化分布図、標高図と資料で構成されています。津波や水害は川沿いや

標高の低いところが主ですが、液状化は市内平地の多くが発生の高い地域となっ

ています。昨年度、地震等災害対策特別委員会で浦安市へ視察に行きましたが、

浦安市は液状化の被害が大きかったところで、駅前の道路の復旧がいまだに続
いていることに驚きましたし、揺れている時の映像なども見せていただき、地

震の揺れが終わっても液状化で揺れが続くとい

う話に、改めて怖さを感じました。

地震は避けられないけれど、被害が想像でき

れば、知らないよりは気持ちの上でゆとりを持

てるのではないでしょうか。自宅だけでなく、

自分がよく立ち寄るところなども、どんな被害

が予想されるか、知っておくことは大事なこと

だと思います。お手元に届きましたら、ぜひじっ

くりとご覧ください。

また、これからも避難場所の整備など、防災

対策の充実を求めてまいります。ご意見、ご要

望など、ぜひお寄せください。
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こんにちは加藤なおとです

先
日
、
広
川
町
の
「
稲
村
の
火
の
館
」
へ
障

害
者
・
患
者
九
条
の
会
の
皆
さ
ん
２
６
名
と
出

か
け
ま
し
た
。
ご
存
知
の
方
も
多
い
か
と
、
１

５
０
年
ほ
ど
前
の
安
政
南
海
地
震
で
、
逃
げ
惑

う
人
の
目
印
に
稲
村
に
火
を
放
っ
た
浜
口
梧
陵

さ
ん
。
後
の
堤
防
工
事
は
時
の
紀
州
藩
の
財
政

難
で
私
財
で
。
一
緒
に

植
え
た
松
は
漂
流
物
を

止
め
、
流
さ
れ
る
人
が

枝
に
引
っ
か
か
れ
る
よ

う
に
、
は
ぜ
の
木
か
ら

は
ろ
う
そ
く
を
作
り
堤

防
補
修
費
に
し
た
と
の

こ
と
。
津
波
対
策
と
失

業
対
策
で
も
あ
っ
た
堤
に
、
実
際
に
皆
で
登
り

ま
し
た
。
１
０
０
年
後
の
昭
和
南
海
地
震
の
津

波
を
防
い
だ
の
で
す
。
教
育
熱
心
な
梧
陵
さ
ん

は
ま
た
今
の
耐
久
中
学
、
耐
久
高
校
に
名
を
残

す
こ
と
に
な
る
耐
久
社
も
創
設
。
語
り
部
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
さ
ん
か
ら
。
広
川
九
条
の
会
、
由
良

九
条
の
会
の
皆
さ
ん
と
の
昼
食
交
流
会
。
軍
事

栄
え
て
福
祉
細
る
今
の
情
勢
を
く
い
と
め
、
平

和
と
と
も
に
防
災
に
備
え
る
こ
と
が
大
事
だ
と
。

避
難
の
際
、
補
そ
う
具
の
規
格
、
常
時
服
用
す

る
薬
名
な
ど
個
人
情
報
を
明
記
し
た
メ
モ
が
役

立
つ
と
も
。
お
世
話
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「心のノート」を読みましたが、そん
なにひどくないと思いました…。

たしかに、今の「心のノート」は河合隼雄と

いう有名な心理学者が作り、ソフトな感じです。

しかし、よく見ると二つのことが気になります。

一つは、全体としてソフトに「正しいこと」

への順応を求めていることです。「明るくあい

さつ」「決まりは守りましょう」と。あいさつ

する気分じゃないときもあります。「決まり」

がおかしいことの方が多いくらいです。不合理

なものを変える視点のない「順応」はおかしい

です。

二つ目に、市民道徳の中心にある基本的人権

がありません。中学用では「権利と義務って何

だろう」「やるべきことをやらずに自分の権利

だけを主張する人がいたとしたら、あなたはど

う感じるだろうか」と問い、〝義務を果たさな

いものは権利をいう資格がない〟と導こうとし

ています。

権利の義務が伴うのは、「ネット利用の権利

には料金負担」など一部の話です。国民の一番

大切な権利＝基本的人権は、義務を果たさない

と保障されないものではありません。権利がい

いにくい学校や職場は息苦しいですよね。

「心のノート」は4月から「私たちの道徳」へ

と模様替えします。二宮金次郎など読み物を導

入し、「いい子」の型にはめる感じがより強ま
りました。そういう方向で人間味のある道徳に

なるのか、困難をかかえている子が「だめな子」

と追いつめられないか心配です。

日本共産党文教委員会責任者

藤森 毅さんに聞く

５月１日はメーデー 西の丸広場で９時半開会

「働くものの団結で生活と権利を守り、平和と民主主義
中立の日本をめざそう」

仮装やプラカード、デコレーションのコンテストもあり、見る
だけでも楽しいです。うたごえ広場や出店もあり、だれでも楽
しめます。ぜひ、立ち寄ってみてください。


